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地域の課題と地元企業の価値を理解し、
持続可能な次世代の地域産業を担う人材の育成

産業界との連携を強化した総合産業高校の新しい魅力の創造

◇実施体制

企 業
大 学
自治体
商工会
ＮＰＯ

Student

ＡＩ、ＩｏＴ、ＶＲ、ＡＲ、
ドローン、産業の六次化、
ビッグデータ活用 等

マイスターハイスクール 運営委員会

産業界

CEO

マ
イ
ス
タ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会

マイスターハイスクール
プロジェクトチーム

学科・コース

学年会分掌部

坂井市 あわら市

Consortium

カリキュラム開発 課題研究 授業改善 キャリア教育

自治体
研究機関

福井銀行 坂井市・あわら市商工会

福井大学 福井県立大学

坂井高校

地域課題解決 学科横断

最先端の技術

企業技術者
による授業

産業実務家
教員

施設設備提供
機材部品供与

農業、食品、機械、自動車、電気、情報システム、ビジネス、生活デザイン

全校生徒 ７５０名 ４学科 ８コース

🔷自己肯定感を持ち、主体的

に生きることができる人材

🔷DX等の先端技術に触れ、そ

れを用いて社会寄与に貢献

できる人材

🔷地域産業人と協働し、地域

の産業の価値と課題を認識

でき、持続可能でグローカ

ルな視点を持って社会に貢

献できる人材

◇育てたい生徒像

テーマ(目標)

2040年産業の将来構想 企業が価値づくり産業へ進化し、ＡＩ・ロボット等の未来技術を活用できる人材育成の先進地を形成する(福井県長期ビジョン)
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・８コースの統一した
「学びの姿勢」を構築する改革

・広報､評価部門は事業の土台

福井県教育委員会 福井県立坂井高等学校

本校の取組は右の大木をイメージし、持続
可能な今後の総合産業高校の在り方として、
この事業を活用していく

葉の部分
・各コースの専門的企画研究
・コース横断型研究(葉が重複)

〈絶滅危惧種の保全〉 〈食品ロスの低減と安心安全な食〉
〈ドローンとＤＩＰＳ申請〉 〈機械コースの学びを地域に還元〉
〈地熱エネルギーの活用〉 〈企業と連携したシステム開発〉
〈観光地域資源の効果的PR〉 〈ＥＣサイト運営〉
〈Sea級グルメ〉 〈ファッションショー〉 等

生徒活動概念図

幹の部分
・全校生徒が取り組む研修
・３年次の課題研究に向けて地
元の産業全般について探究

〈地域企業研修〉 〈産業実務家教員の授業〉
〈グローバル研修〉 〈３年次の課題研究〉 等

根の部分

○地域に愛され、貢献できる高校

根幹思想

○生徒の well-being に繋げる
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カリキュラム

第3学年～卒業後

職業人材の地元定着
システム構築

・卒業生との交流、卒
業生のキャリア経験
の回帰

→卒業生がキャリアの
成果を母校で指導
する

さらなる今後の展望
・ドローン、無線など認
定校としてカリキュラ
ム開発

第1学年

地域産業を学ぶ

・学校設定科目
「ふくいの産業」
（1単位）

・産業実務家講座
（ふくいの産業を

俯瞰する）

・企業経営者から
地域産業や起業に
ついて学ぶ

・地元企業への訪
問研修(専門）
・地元企業からの
出前研修

第2学年
地域産業の課題を
知り解決する力をつ
ける
・産業実務家講座

（集中講座）

・技術者による先端
技術授業・実習

→ドローン・プログラ
ミング、ECなど

・地元企業の訪問研
修（専門・非専門）
・グローバル研修
・インターンシップ
・先進的企業研修

第3学年
学科横断・企業協働
で地域へ魅力の発
信や課題の解決
・先端技術を活用し
た探究
・企業や他学科との
協働型課題研究
・産業実務家による
支援
課題研究の例
・校内サブスクリプ
ションの運営
・生徒が運営する

DXセミナー開催
・ドローンによる撮
影や農薬散布

・デュアルシステム
（年間企業実習）

１年 学校設定教科「ふくいの産業」

福井県教育委員会 福井県立坂井高等学校
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「学びに向かう指標」坂井スタンダード
～７つの習慣～

・全コースの生徒対象の共通な指標

（キャリアマップにつながるもの）

・マイスター指定を契機に、学びの姿勢の在り方を校

訓を基に全教職員と生徒が共通認識し、マイスター

事業に資する

・学期毎にルーブリックでの自己評価とする

（この指標は、生徒へのアンケートも参考に作られている）
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資料①
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企業研修（訪問、出前）

・現地での工場見学・体験とお話を伺う

・百聞は一見に如かず

・１,２年で行い、３年次の課題研究に繋げる

②企業研修一覧

③企業訪問研修趣意書（就活ではないことを事前打ち合わせ）

④訪問中のメモと振り返りシート

（振り返りはGoogle Formで行う。回収し、年度末の総合振り返り評価に繋げる）

⑤研修後の生徒の声

（全教職員に還元、変容の積み重ねを行う）
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資料②～⑤
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広報（マイスター通信）

・全保護者、近隣中学校３年生、地域の施設・企業に

配布（昨年は５号発刊）

・生徒の頑張りと、この事業の周知

・広報チームが作成し、全教職員に配布を依頼

（生徒による作成を、この事業の浸透とともに考えている）
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資料⑥
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コンソーシアム構想について

・企業、自治体、教育機関、学校（教員・生徒・PTA)

との協働教育機関を構築する

・このマイスター・ハイスクール事業の持続可能な継

承をねらい、来年度の設立をめざす

・今年度の企業訪問を終えた後、アンケートを取り、

具体的に幹事企業を決めていく
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資料⑦～⑨
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ご清聴ありがとうございました。
今後とも、よろしくお願いいたします。

お礼


